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査を 2013年から 2016年まで３回実施した。まず 2013年のパイロット調査ではタイ中央部
地域に位置する 10箇所の「ノスタルジア・ツーリズム」の目的地を訪れ、参与観察を行っ
た。その後 2014年の本調査では Amphawa Floating Markert ・Khlong Lat Mayom Floating 
Market・Taling Chan Floating Marketという３箇所の水上マーケットを主な調査地として
選定し、タイ人の観光客 200 名を対象にアンケート調査を行った。また、本調査では、ノ
スタルジア観光に携わる地域の観光事業者、政策関係者、教育関係者を含む 25名を対象に



























よび考察が試みられており、この論文のタイトルである Consuming Nostalgia tourism の
か革新的な議論に発展させることを試みている。 































ルジア・ツーリズム」が供給されているメカニズムを分析した。        
さらに、需要側（タイ国民の消費者側）がなぜ今ノスタルジアを求めているのかの説明
においては、タイ国民の精神的な拠り所の象徴的存在であったラーマ９世国王の崩御がも
たらした喪失感と現状の閉塞感、さらに将来に対する不安定な社会状況の認識を取り上げ
ている。アムパワー、クローンラットマヨム、タリンチャンの水上マーケットにおける現
地調査（2013,2014,2016 年に実施）によって得られた独自のデータには参与観察、インタ
ビュー調査、質問票が含まれており、特に都市在住の若い世代において「ノスタルジア・
ツーリズム」がいかに消費されているのかを詳細に記述した。既存の研究においてタイの
水上マーケットにおける観光は、文化観光あるいはヘリテージ観光として分析されてきた。
これに対して「ノスタルジア・ツーリズム」という新しい分析概念を使ってそのメカニズ
ムを構造的に分析しようと試みたところにこの論文のオリジナリティーがある。 
 
（２）論文の評価 
 
本論文は、タイにおいて近年急速に発展している国内観光「ノスタルジア・ツーリズム」
において中央部地域の水上マーケットがいかに再構築され、都市中間層に週末のレクリエ
ーションとして消費されているかを扱っているが、「ノスタルジア・ツーリズム」という観
光現象の分析を通して現代のタイ社会の理解を深めている点において観光社会学研究とし
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て貴重な成果であると言える。 
「ノスタルジア・ツーリズム」構築メカニズムの分析枠組みは、タイ国家の事例を超え
て、近年急速に近代化・都市化し発展した他の東南アジア諸国においても応用できるもの
であり、その近代化・都市化の歪みが生み出した新しい形の観光形態として捉えることが
できよう。 
さらに、本研究は特に都市在住の若者に焦点を当てることにより、authenticity がなくと
も都市在住の若者が現代のソーシャルメディアやイメージ消費の中で新しく創出された
「rural past」に対して「ノスタルジア」を感じ、消費する価値のあるものとして認識して
いる現象を捉えている。つまり、水上マーケットの商品化に止まらず、若者の消費者自身
による「五感」や「体験」が SNS を通じて、近年の観光社会学研究で指摘されている「パ
フォーマンス的転回」に通じる消費行動をも生み出していることを示唆している点は観光
研究として興味深く評価に値する。この点においては今後の研究でさらに磨き上げていく
ことができる領域であろうことが指摘された。 
以上から、審査委員会は、本論文の観光研究としての独自性と研究上の貢献を評価し、博
士の学位に相当するとの見解で一致した。 
